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(1) 

三

角

関
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ア 角の拡張 

角の概念を一般角まで拡張する意義や弧度法に

よる角度の表し方について理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 三角関数 

（ア） 三角関数の基本的な性質 

三角関数について、相互関係などの基本的な性

質を理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・始線、動径、角の向き等の意味を理解する。 

・一般角を図示することができる。 

・同じ角度を表す動径を求めることができる。（例1） 

 （例 1）次の角のうち、その動径が６０°の動径と同じ

位置にある角はどれか。 

 300°，420°，1040°，－60°，－300°，－780° 

 

・弧度法を理解できる。 

・度数法の角を弧度法で表すことができる。（例2） 

 （例２）次の角を弧度法で表せ。 

 210°，225°，240°，270°，330° 

・扇形の弧の長さと面積を求めることができる。（例3） 

 （例 3）次のような扇形の弧の長さと面積を求めよ。 

 （1）半径４、中心角 
3


 

 （2）半径６、中心角 
6

7
 

 

 

・三角関数の定義を理解する。 

 
r

y
sin   

r

x
cos   

x

y
tan  

・三角関数の範囲を理解する。 

 －１≦ sin ≦１   －１≦ cos ≦１ 

 tan の値の範囲は実数全体 

・三角関数の符号は動径の位置で決まることを理解す

る。 

・三角関数の相互関係を理解する。（例4）（例 5） 

 





cos

sin
tan    1cossin 22    

 



2

2

cos

1
tan1      

 （例 4）の動径が第３象限にあり、
5

3
cos   

    のとき、 sin 、 tan の値を求めよ。 

 （例 5）
3

2
cossin   のとき、 

     cossin の値を求めよ。 
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（イ）三角関数とそのグラフ 

三角関数とそのグラフの特徴について理解する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し、それを用いて２

倍角の公式を導くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単位円の性質を理解し、グラフを書けるようにする。 

・グラフの周期を理解する。 

・三角関数のグラフの平行移動について理解する。 

・三角関数で成り立つ等式を理解し、それを使えるよう

にする。（例6） 

  例     sin2sin  n  

        sinsin   

 （例 6）次の値を求めよ。 

   









6
sin


   








 

6

13
cos  

・三角関数を含む方程式、不等式の解法について理解す

る。（例7）（例 8） 

 （例 7）0≦≦ 2 のとき、次の方程式を解け。 

    （1） 3cos2   

    （2） 01cos2   

 （例 8）0≦≦ 2 のとき、次の不等式を解け。 

    （1） cos ≦
2

1
 

    （2） 
2

1
sin   

 

・正弦、余弦の加法定理について理解し、計算ができる

ようにする。（例9） 

 （例 9）加法定理を用いて、 75sin 、
12

cos

、 

12
tan


の値を求めよ。 

・２直線の式からなす角を求められるようにする。 

・２倍角の公式、半角の公式について理解する。 
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ア 式と証明 

（ア）整式の乗法・除法、分数式の計算 

三次の乗法公式及び因数分解の公式を理解し、

それらを用いて式の展開や因数分解をすること。

また、整式の除法や分数式の四則計算について理

解し、簡単な場合について計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）等式と不等式の証明 

等式や不等式が成り立つことを、それらの基本

的な性質や実数の性質などを用いて証明するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

・３次式の展開と因数分解の公式を理解し、使えるよう

にする。（例10）（例 11） 

 （例 10）次の式を展開せよ。 

  （1）  32x   （2）  32yx   

  （3）   22 933 yxyxyx   

 （例 11）次の式を因数分解せよ。 

  （1） 
33 27yx   （2） 646 x  

・二項定理について理解する。（例12） 

 （例 12）次の式の展開式において、【 】内に指定さ

れた項の係数を求めよ。 

  （1）  432 x  【
3x 】 

  （2）  52yx   【
32 yx 】 

・整式の割り算を理解し、計算できるようにする。 

・商と余りの関係を理解する。（例13） 

 （例 13）整式 332 23  xxx を整式Bで割ると 

    商が 2x 、余りが 72  x であるとき、 

    整式Bを求めよ。 

・分数式の約分を理解し、四則演算ができるようにする。 

・恒等式の性質を理解し、性質を利用した問題を解ける

ようにする。 

 （例 14）等式    cbaxxxx  3872 2
 

    がxについての恒等式となるように定数 

    cba ,, の値を求めよ。 

 

 

・恒等式の証明手順を理解し、基本的な等式の証明問題

を解けるようにする。（例15）（例16） 

 （例 15）次の等式を証明せよ。 

          2222 111 baabba   
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イ 高次方程式 

（ア）複素数と二次方程式 

数を複素数まで拡張する意義を理解し、複素数

の四則計算をすること。また、二次方程式の解の種

類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （例 16） 3
d

c

b

a
のとき、

db

ca




の値を求めよ。 

・不等式の基本的な性質を理解し、不等式の証明ができ

るようにする。（例17） 

 （例 17） 2x 、 3y のとき、次の不等式を証明せ

よ。 

    yxxy 236   

・実数の平方の性質や平方の大小関係を理解し、不等式

の証明ができるようにする。 

 

 

・複素数について理解し、基本的な計算ができるように

する。（例18） 

 （例 18）次の計算をせよ。 

   （1）    ii 4321   

   （2）   ii 4343   

・２次方程式の解法を理解し、解けるようにする。 

 ２次方程式の解の公式を使えるようにする。 

 （例 19）次の２次方程式を解け。 

  （1） 0432  xx  

  （2） 04322  xx  

・判別式を利用して、解の種類の判別問題やその応用問

題を解けるようにする。（例 20） 

 （例 20）２次方程式 0622  mmxx が実数解

をもつとき、定数mの値の範囲を求めよ。 

・解と係数の関係を理解し、その問題を解けるようにす

る。（例21） 

 （例21）２次方程式 032  mxx の一つの解が他

の解の２倍であるとき、定数mの値と２つの解を求め

よ。 

・複素数の範囲で因数分解ができるようにする。 

 （例 22）次の２次式を複素数の範囲で因数分解せよ。 

  322 2  xx  

・２数を解とする２次方程式が作れるようにする。 
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(3) 

図

形

と

方

程
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（イ）因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し、簡単な高次方程式の

解を、因数定理などを用いて求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 直線と円 

（ア）点と直線 

座標を用いて、平面上の線分を内分する点、外分

する点の位置や二点間の距離を表すこと。また、座

標平面上の直線を方程式で表し、それを二直線の

位置関係などの考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）円の方程式 

座標平面上の円を方程式で表し、それを円と直

線の位置関係などの考察に活用すること。 

 

 

 

・剰余の定理を理解する。（例 23） 

 （例 23）整式  xP を 1x 、 2x で割った余りがそ

れぞれ 5、－1であるとき、  xP を  21  xx で割っ

た余りを求めよ。 

・因数定理を使って因数分解ができるようにする。 

 （例 24）次の式を因数分解せよ。 

  6792 23  xxx  

・高次方程式を解けるようにする。 

 （例 25）次の３次方程式を解け。 

  0863 23  xxx  

 

 

・内分、外分の意味を理解し、その点の座標を求められ

るようにする。 

・2点間の距離を求められるようにする。（例26） 

 （例 26）次の２点間の距離を求めよ。 

    A（－3，1）、B（2，－4） 

・三角形の重心の座標を求められるようにする。 

 （例27）次の３点A，B，Cを頂点とする△ABCの重

心の座標を求めよ。 

   A（１，１）、B（５，２）、C（３，４） 

・「１点と傾き」、「２点を通る」それぞれの場合の直線の

方程式を求められるようにする。 

・２直線の平行、垂直の条件を理解し、それに関する問

題を解けるようにする。 

 （例 28）点Ａ（2，1）を通り、直線 0432  yx  

に垂直な直線lの方程式を求めよ。 

・点と直線の距離の公式を覚え、使えるようにする。 

 (例 29）次の点と直線の距離を求めよ。 

  点（－1，5）、直線 23  xy  

 

 

・円の方程式を理解し、種々の問題を解けるようにする。 

 （例 30）次のような円の方程式を求めよ。 

  中心が点（－2，1）、半径 10  
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イ 軌跡と領域 

軌跡について理解し、簡単な場合について軌跡

を求めること。また、簡単な場合について、不等式

の表す領域を求めたり領域を不等式で表したりす

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （例 31）2点A（4，0）、B（0，2）を直径の両端とす

る円の方程式を求めよ。 

 （例 32）3点（2，4）、（2，0）、（－1，3）を通る円の

方程式を求めよ。 

・円と直線の関係を理解し、それに関する問題を解ける

ようにする。 

 （例 33）次の円と直線の共有点座標を求めよ。 

  2522 yx 、 1 xy  

 （例 34）半径rの円
222 ryx  と 

  直線 02534  yx が接するとき、r の値を求め

よ。 

・円の接線の方程式の求め方を理解し、その問題を解け

るようにする。 

 

 

・軌跡の意味を理解し、軌跡を求める問題を解けるよう

にする。（例35） 

 （例 35）２点A（－1，0）、B（1，0）に対して、 

  822  BPAP を満たす点P の軌跡を求めよ。 

 （例 36）原点Ｏからの距離と点A（3，0）からの距離

の比が 2：1である点Pの軌跡を求めよ。 

・不等式の表す領域を求め、それを図示できるようにす

る。 

・不等式の表す領域を図示して解決できる問題を解ける

ようにする。 

 （例 37）次の不等式の表す領域を図示せよ。 

  （１） 023  yx  

  （２）   22
2 yx  ≦４ 

  （３）   01  yxyx  

 （例 38）次の連立不等式の表す領域を図示せよ。 
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01
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指

数

関
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・ 

対

数

関
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ア 指数関数 

（ア）指数の拡張 

指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）指数関数とそのグラフ 

指数関数とそのグラフの特徴について理解し、

それらを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 対数関数 

（ア）対数 

対数の意味とその基本的な性質について理解

し、簡単な対数の計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の指数法則を確認する。 

・負の指数について理解し、簡単な計算ができるように

する。 

 （例 39）次の□に適する数を求めよ。 

  （1） 
□101010 23 

 

  （2）   □33
42 

 

・累乗根の性質を理解し、その計算ができようにする。 

 （例 40）次の式を計算せよ。 

  （1） 33 93    （2） 4 3 12  

・指数を有理数の範囲まで拡張し、その計算ができるよ

うにする。 

 （例 41）次の式を計算せよ。 

      6

5

3

4

2

3

222   

 

・指数関数の特徴を調べ、そのグラフを書けるようにす

る。 

・大小比較の問題を解けるようにする。（例42） 

 （例 42）次の 3つの数の大小を不等号を用いて表せ。 

    2， 4 8，5 8  

・指数方程式、指数不等式を解けるようにする。 

 （例 43）次の不等式を解け。 

  （1） 813 x
   （2）

32

1

2

1









x

 

 

 

・指数と対数の関係を理解する。 

  
paM  となる実数 p が存在する。 

  その p を Malog と表し、aを底とするM の対数

という。 

  
paM   pMa log  
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（イ）対数関数とそのグラフ 

対数関数とそのグラフの特徴について理解し、

それらを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対数の性質を理解し、その計算ができるようにする。 

 （例 44）次の式を計算せよ。 

  （1） 8log2log 44   

  （2） 10log23log12log 555   

・底の変換公式を理解し、使えるようにする。 

 （例 45）次の式を簡単にせよ。 

  （1） 8log 4
   （2） 27log2log 23   

 

・指数関数のグラフと対数関数のグラフの関係を理解す

る。 

・対数関数のグラフの特徴をつかみ、そのグラフを書け

るようにする。 

 （例 46）次の対数関数のグラフを書け。 

    xy 3log     xy
2

1log  

・対数の大小について理解する。 

 （例 47）次の２つの数の大小を不等号を使って表せ。 

    3log3 4
   5log2 4

 

・対数の方程式、不等式を解けるようにする。 

 （例 48）次の方程式、不等式を解け。 

  （1） 4log 2 x  

  （2） 2log
2

1 x  

  （3）   28loglog 33  xx  

・常用対数について理解し、その応用問題を解けるよう

にする。 

 （例 49）
203 は何桁の数か。 

      ただし、 4771.03log 10  とする。 

 （例 50）
n3 が 10 桁の数となるような自然数 n をす

べて求めよ。ただし、 3010.02log 10  とする。 
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(5) 

微

分 

・ 

積

分

の

考 

え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 微分の考え 

（ア）微分係数と導関数 

微分係数や導関数の意味について理解し、関数

の定数倍、和及び差の導関数を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平均変化率を理解する。 

 （例 51）2次関数 2xy  の、 2x から 

    hx  2 までの平均変化率を求めよ。 

・極限値について理解し、それを求められるようにする。 

 （例 52）  2

0

612lim hh
h




を求めよ。 

・  xf の ax  における微分係数  af  を求められる

ようにする。 

 （例53）関数   23xxf  の 2x における微分係数

を求めよ。 

・接線の傾きと微分係数について理解し、接戦の傾きを

求められるようにする。 

・導関数の定義を理解し、定義に従って導関数を求めら

れるようにする。 

 （例 54）次の導関数を求めよ。 

      2xxf   

・関数
nx の導関数の公式を理解し、使えるようにする。 

・関数の定数倍および和、差の導関数の公式を理解し、

計算できるようにする。 

 （例 55）次の関数を微分せよ。 

  （１） 434 2  xxy  

  （２）
2

1

2

3

3

1 3  xxy  

  （３）   22  xxxy  

・接線の方程式を求められるようにする。 

 （例 56）関数 342 2  xxy のグラフ上に 

   点A（2，3）をとる。 

  （1）点Ａにおける接線の傾きを求めよ。 

  （2）点Ａにおける接線の方程式を求めよ。 

 

 

 



教科：数  学 科目：数学Ⅱ                        作成様式                                                              
 

学習指導要領 足立西高校 学力スタンダード 

 

（イ）導関数の応用 

導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を

調べ、グラフの概形をかくこと。また、微分の考え

を事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 積分の考え 

（ア）不定積分と定積分 

不定積分及び定積分の意味について理解し、関

数の定数倍、和及び差の不定積分や定積分を求め

ること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関数の増減と導関数の関係について理解する。 

 （例 57）関数   xxxf 33  の増減を調べよ。 

・関数の極大、極小について、その意味を理解し、極大

値、極小値を求められるようにする。またそのグラフ

を書けるようにする。 

 （例 58）関数 xxxy 96 23  の増減を調べ、極値

を求めよ。また、そのグラフを書け。 

・関数の最大、最小について理解し、その値を求められ

るようにする。 

 （例 59）次の関数の最大値、最小値を求めよ。 

    xxxy 156 23   （－2≦x≦2） 

 

・原始関数の意味を理解する。 

・不定積分の意味を理解し、求められるようにする。 

 （例 60）次の不定積分を求めよ。 

  （1）  dxxx  12
 

  （2）  dxxx  523 2
 

・定積分の定義を理解し、求められるようにする。 

 （例 61）次の定積分を求めよ。 

  （1）  dxxx 32
1

0
  

  （2）  dxxx 13 2
2

1
  

・定積分の性質を理解し、計算できるようにする。 

 （例 62）次の定積分を求めよ。 

        


1

1

21

1

2
22 dxxdxx  

・tを変数とする関数の定積分について理解する。 

     tftF  のとき 

          aFbFtFdttf
b

a

b

a
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学習指導要領 足立西高校 学力スタンダード 

 

（イ）面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた

図形の面積を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

・図形の面積が積分で求められることを理解し、その問

題を解けるようにする。 

 （例 63）放物線
2xy  、2直線 1x 、 3x  

   およびx軸で囲まれた部分の面積を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


